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第３章  計画使用水量 

 

１ 計画使用水量の決定 

（１）用語の定義 

ア 計画使用水量 

計画使用水量とは、給水装置工事の対象となる給水装置に給水される水 

    量をいい、給水装置の給水管口径決定等の根拠となるものである。 

イ 同時使用水量 

     同時使用水量とは、給水装置工事の対象となる給水装置内に設置されて      

    いる給水用具のうちから、いくつかの給水用具を同時に使用することによ 

ってその給水装置を流れる水量をいい、一般的に計画使用水量は同時使用

水量から求められる。 

ウ 計画１日使用水量 

計画１日使用水量とは、給水装置工事の対象となる給水装置に給水され 

    る水量であって、１日当たりのものをいう。計画 1 日使用水量は、受水槽 

式の受水槽容量決定等の根拠となるものである。 

（２）計画使用水量等の決定方法 

計画使用水量は、給水管口径、受水槽容量など給水装置系統の主要諸元を 

   計画する際の根拠となるものであり、建築物の用途及び水の使用用途、使用 

人数、給水栓の数等を考慮し決定すること。 

ア 直圧式の計画使用水量 

直結直圧式における計画使用水量は、給水用具の同時使用の割合等を十 

    分考慮して実態に合った水量を設定することが必要である。この場合には、 

    計画使用水量は同時使用水量から求める。以下に、一般的な同時使用水量

の求め方を示す。 

イ 同時使用水量の算定 

     同時使用水量の算定に当たっては、各種算定方法の特徴を踏まえ、使用 

    実態に応じた方法を選択すること。 

（ア）一戸建て等における同時使用水量の算定の方法   

① 同時に使用する給水用具を設定して計算する方法  

       同時に使用する給水用具数だけを表３－１から求め、任意に同時に

使用する給水用具を設定し、設定された給水用具の吐水量を合計して

同時使用水量を決定する方法である。使用形態に合わせた設定が可能

である。 

しかし、使用形態は種々変動するので、それらすべてに対応するた 

      めには、同時に使用する給水用具の組合せを作成し、比較検討しなけ 
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ればならない。そのため同時に使用する給水用具の設定に当たっては、

使用頻度の高いもの（台所洗面所等）を含めるとともに、使用者の意

見なども参考に決める必要がある。 

ただし、学校や駅の手洗所のように同時使用率の極めて高い場合に 

      は手洗器、小便器、大便器等、その用途ごとに表３－１を適用して合 

算する。一般的な給水用具の種類別吐水量は表３－２のとおりである。 

また、給水用具の種類に関わらず吐水量を口径によって一律の水量 

      として扱う方法もある。(表３－３） 

 

表３－１ 

同時使用率を考慮した給水用具数（水道施設設計指針 2012） 

総給水用具数（個） 同時使用率を考慮した給水用具（個） 

１ 

２～４ 

  ５～１０ 

１１～１５ 

１６～２０ 

２１～３０ 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

 

表３－２ 

種類別と吐水量とこれに対応する給水用具の口径（水道施設設計指針 2012） 
 

用    途 
使用水量 

（ℓ／min） 

対応する給水用具

の口径（㎜） 
備      考 

台所流し 

洗濯流し 

洗面器 

浴槽（和式） 

浴槽（洋式） 

シャワー 

小便器（洗浄水槽）

小便器（洗浄弁） 

大便器（洗浄水槽）

大便器（洗浄弁） 

手洗器 

消火栓（小型） 

散 水 

洗 車 

12～40 

12～40 

8～15 

20～40 

30～60 

8～15 

12～20 

15～30 

12～20 

70～130 

5～10 

130～260 

15～40 

35～65 

13～20 

13～20 

13 

13～20 

20～25 

13 

13 

13  → 

13 

25  → 

13 

40～50 

13～20 

20～25 

              

 

 

 

 

 

                           

１回（4～6秒）の吐出量 

2～3ℓ 

１回（8～12秒）の吐出量 

 13.5～16.5ℓ 業務用 
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    表３－３ 給水用具の標準使用水量 （水道施設設計指針 2012） 

 

   

  

 

 

② 標準化した同時使用水量により計算する方法 

給水用具の数と同時使用水量の関係についての標準値から求める方 

      法である。給水用具総数で除したものに、使用水量比(表３－４)を乗 

じて求める。装置内全ての給水用具個々の使用水量を足し合わせた全

使用水量を、給水用具の総数で除したものに、使用水量比(表３－４)

を乗じて求める。 

 

     表３－４ 給水用具数と同時使用水量比 （水道施設設計指針2012） 
 

総給水用具数 1 2 3 4 5 6 7 

使用水量比 1 1.4 1.7 2 2.2 2.4 2.6 

総給水用具数 8 9 10 15 20 30   

使用水量比 2.8 2.9 3 3.5 4.0 5.0   

 

（イ）集合住宅等における同時使用水量の算定方法 

① 各戸使用水量と給水戸数の同時使用率による方法 

１戸の使用水量については、表３－１又は表３－４を使用した方法 

      で求め、全体の同時使用戸数については、給水戸数と同時使用戸数率 

表３－５により同時使用戸数を定め、同時使用水量を決定する方法で 

ある。 
 

表３－５ 給水戸数と総同時使用率  （水道施設設計指針 2012） 
     

総戸数 1～3 4～10 11～20 21～30 31～40 41～60 61～80 91～100 

総同時 

使用率 

（％） 

100 90 80 70 65 60 55 50 

 

② 戸数から同時使用水量を予測する算定式を用いる方法 

        １０戸未満              Ｑ＝４２Ｎ0.33 

１０戸以上６００戸未満       Ｑ＝１９Ｎ0.67 

給水用具の口径   (㎜) 13 20 25 

標準使用水量   (ℓ/min) 17 40 65 
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      Ｑ：同時使用水量（ℓ/min）  Ｎ：戸数 

③ 居住人員から同時使用水量を予測する算定式を用いる方 

１～ ３０（人）     Ｑ＝２６Ｐ0.36 

３１～２００（人）     Ｑ＝１３Ｐ0.56 

Ｑ：同時使用水量（ℓ/min）  Ｐ：人数（人） 

（ウ）一定規模以上の給水用具を有する事務所ビル等における同時使用水量 

の算定方法 

① 給水用具給水負荷単位による方法 

給水用具給水負荷単位とは、給水用具の種類による使用頻度、使用 

    時間及び多数の給水用具の同時使用を考慮した負荷率を見込んで、給 

水流量を単位化したものである。 

     同時使用水量の算出は、表３－６の各種給水用具の給水用具給水負

荷単位に給水用具数を乗じたのを累計し、図３－１の同時使用水量図

を利用して同時使用水量を求める方法である。 

 

     表３－６ 給水用具給水負荷単位表（空気調和・衛生工学便覧 2010） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

給 水 用 具 

給水用具給水負荷単位 

備考 
個人用 

公 共 用 及 び 

事 業 用 

大便器 Ｆ・Ｖ 6 10 
 

Ｆ・Ｖ＝洗浄弁                                     

Ｆ・Ｔ＝洗浄水槽 

 

 

大便器 Ｆ・Ｔ 3 5 

小便器 Ｆ・Ｖ － 5 

小便器 Ｆ・Ｔ － 3 

洗面器 水栓 1 2 

手洗器 水栓 0.5 1 

浴槽 水栓 2 4 

シャワー 混合弁 2 4 

台所流し 水栓 3 － 

料理場流し 水栓 2 4 

食器洗流し 水栓 － 5 

掃除用流し 水栓 3 4 
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  図３－１ 給水用具給水負荷単位による同時使用水量 

     （空気調和・衛生工学便覧 2010） 

   ［注］曲線１は大便器洗浄弁の多い場合、曲線２は大便器洗浄水槽の多い場合 

に用いる。 

 

ウ 受水槽式給水の計画使用水量 

受水槽給水方式における受水槽への給水量は、受水槽の容量と使用水量 

    の時間的変化を考慮して定める。一般に受水槽への単位時間当たり給水量 

は１日当たりの計画使用水量を使用時間で除した水量とする。 

計画１日使用水量は、建物種類別単位給水量・使用時間・人員表３－７

を参考にするとともに当該施設の規模と内容、給水区域内における他の使

用実態などを十分考慮して設定する。 

計画１日使用水量の算定には、次の方法がある。 
 

（ア）使用人員から算出する場合      

１人１日当たりの使用水量(表３－７)×使用人員 
 

（イ）使用人員が把握できない場合       

単位床面積当たりの使用水量(表３－７)×延床面積 
 

（ウ）その他      

使用実績等による積算 

表３－７にない業態等については、使用実態及び類似した業態等の使 

用水量実績等を調査して算出する。 

また、実績資料等がない場合でも、例えば用途別及び使用給水用具ご 
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     とに使用水量を積み上げて算出する。 

なお、受水槽有効容量は、計画1日使用水量をもとに決定する。計画１ 

日使用水量に対し、受水槽有効容量は5／10程度、高置水槽は1／10程 

度を標準とする。 

   （エ）受水槽への流入管口径 

受水槽へ給水するための流入管口径は、その受水槽を４～６時間で満

水できる口径とし、配水管の水圧等も十分考慮し決定すること。 

 

参考：流入管口径と受水槽容量表 

流入管口径 受水槽容量 

２０㎜ ５㎥以下 

２５㎜ ５㎥を超え１０㎥以下 

３０㎜ １０㎥を超え２０㎥以下 

４０㎜ ２０㎥を超え３５㎥以下 

５０㎜ ３５㎥を超え６０㎥以下 

７５㎜ その都度協議 
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表３―７建物種類別単位給水量・使用時間・人員表 
（空気調和・衛生工学便覧 2010） 
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            参考：分水口径簡易表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 ﾒｰﾀｰ口径φ13 とする。 

ﾌｧﾐﾘｰﾀｲﾌﾟは 2DK 2LDK 3K 以上の間取りとする。ﾜﾝﾙｰﾑﾀｲﾌﾟは 1K 1DK 1LDK 

相当の間取りとする。 

 －は別途協議。 

集合住宅の分水口径算出方法は、第３章１（11）(イ)②③（3-3、3-4）及び

第３章４(1)ア イ ウ(3-14、3-15)を参考に流速 2.0 ㎧以下として算出。 

   なお、ﾌｧﾐﾘｰﾀｲﾌﾟの使用水量の計算式は、 

    Ｑ＝42Ｎ0.33（10 戸未満） 

    Ｑ＝19Ｎ0.67（10 戸以上 600 戸以下） 

    Ｑ＝瞬時最大水量（同時使用水量）（L/min） 

    Ｎ＝戸数 

    ※ １人１日当たり平均使用水量 250ℓ １戸当たりの平均人数４人 

ﾜﾝﾙｰﾑﾀｲﾌﾟの使用水量の計算式は、 

    １～ 30 人 ： Ｑ＝26Ｐ0.36 

    31～200 人 ： Ｑ＝13Ｐ0.56 

Ｑ＝瞬時最大水量（L/min） 

Ｐ＝人数原則として、２人／戸とする。 

※2 ﾜﾝﾙｰﾑﾀｲﾌﾟはﾌｧﾐﾘｰﾀｲﾌﾟの 0.5 戸として計算してもよい。 
 

 直  圧 

受水槽容量 
分水口径 戸建住宅 

集合住宅 

(ﾌｧﾐﾘｰﾀｲﾌﾟ） 

集合住宅 

(ﾜﾝﾙｰﾑﾀｲﾌﾟ) 

φ１３ １世帯    

φ２０ 
1 世帯 

２世帯※1 

 

  ５㎥以下 

φ２５ ２世帯 ― ― 
５㎥超 

１０㎥以下 

φ３０ ― １０戸 １５戸※2 
１０㎥超 

２０㎥以下 

φ４０ ― １４戸 ２４戸※2 
２０㎥超 

３５㎥以下 

φ５０ ― ２９戸 ５５戸※2 
３５㎥超 

６０㎥以下 

φ７５以上            － 
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参考：水栓数に対するメーター口径の選定表（一般家庭） 

 

メーター口径 水栓数 

１３mm ４個以下 

２０mm １５個以下 

２５mm ２０個以下 

３０mm 以上 その都度協議 

 

    上記表は、同時使用率を考慮したものであり給水器具により 

使用水量が異なるため目安である。 
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２ 給水管口径の決定 

（１）口径決定 

   給水管の口径は、配水管の計画最小動水圧時において計画使用水量を十分に

供給できるもので、かつ、著しく過大でないものとすることが必要である。 

口径は、給水栓の立ち上がり高さと計画使用水量に対する総損失水頭を加え 

たものが、配水管の計画最小動水圧の水頭以下となるよう計算によって定める。 

ただし、将来の使用水量の増加、配水管の水圧変動等を考慮して、ある程度 

の余裕水頭を確保しておく必要がある。 

なお、最低作動水圧を必要とする用具がある場合は、用具の取付部において 

３～５ｍ程度の水頭を確保し、また先止め式瞬間湯沸器で給湯管路が長い場合 

は、給湯水栓やシャワーなどにおいて所要水量を確保できるようにすることが 

必要である。 

   さらに、給水管内の流速はウォーターハンマーの発生を防ぐため、またメー 

ターにおける短命化の防止のため、過大にならないよう配慮することが必要で 

ある。(空気調和・衛生工学便覧では、管内流速を２.０m／sec 以下としている。) 
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（２）口径決定の手順 

給水管の口径は、次の手順で決定する。 
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３ 給水管路の動水勾配 

   動水勾配とは、水が流れるために必要な水頭とその距離との比をいう。すな

わち、管水路の２点間における水頭の差を距離で除したものである。 

図３－２において、管水路に水が流れている状態を考える。今、この管に小

孔をあけ、ガラス管を立てると、ガラス管内には水圧に応じて水が上昇してく

る。この各点におけるガラス管内の水面を連ねた線を動水勾配線という。 

図の２点Ａ、Ｂにおける基準高よりの高さを、ＺＡ、ＺＢ、ガラス管内の水

位を、ｈＡ、ｈＢ、ＡＢ間の距離をＬとするとき、 

ｈ＝（ｈＡ＋ＺＡ）－（ｈＢ＋ＺＢ）とすれば、動水勾配Ⅰは、Ⅰ＝h／L で

表わされる。 

動水勾配は水頭に比例し、距離に反比例する。 

したがって、水頭が大きく、距離が小さいほど大きく、水頭が小さく距離

が大きいほど小さい。 

動水勾配は通常０/００（パーミルと呼ぶ。1０/００＝0.001）単位で表現される。 

また、ｈはＡＢ間に生じた損失水頭を示しており、管長に比例する。 

動水勾配に対する流速・流量を表３－８に、給水管の流速・流量の上限は表

３－９に示す。            

 

                図３‐２ 
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表３－８ 動水勾配に対する流速・流量 

管径 動水勾配 流  速 流  量 

（mm） （０/００） （m／sec） ℓ／sec ℓ／min ㎥／h 

13 400 2．0740 0．2753 16．518 0．9911 

20 200 1．8109 0．5689 34．134 2．0480 

25 150 1．7629 0．8654 51．924 3．1154 

40 70 1．5412 1．9367 116．202 6．9721 

50 50 1．4779 2．9018 174．108 10．4465 

75 30 1．3573 5．9961 359．766 21．5861 

100 20 1．3070 10．2653 615．918 36．9551 

150 13 1．3372 23．6301 1，417．806 85．0682 

200 9 1．3142 41．2872 2，477．232 148．6338 

250 7 1．3206 64．8262 3，889．572 233．3743 

 

 

 

表３－９給水管の流速・流量の上限 

管径 動水勾配 流  速 流  量 

（mm） （０/００） （m／sec） ℓ／min 

13 390 2.0 17 

20 250 2.0 38 

25 180 2.0 59 

40 110 2.0 151 

50 90 2.0 236 

75 70 2.0 530 

100 50 2.0 942 

150 30 2.0 2,121 

200 20 2.0 3,770 

 

※管種により管内径が異なるため、動水勾配・流速・流量が異なる。 

上記数値は管内径に対する値。 
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４ 損失水頭  

（１）給水管の摩擦損失水頭 

損失水頭には、管の流入、流出口における損失水頭、管の摩擦による損失 

   水頭、メーター、給水用具類による損失水頭、管の曲がり、分岐、断面変化 

による損失水頭等がある。これらのうち主なものは、管の摩擦損失水頭、メ 

ーター及び給水用具類による損失水頭であって、その他のものは計算上省略 

しても影響は少ない。 

   給水管の摩擦損失水頭の計算は、口径50㎜以下場合は、一般にウェストン 

（weston）公式を使用しているが、東京都水道局実験式（T.W.実験式）も使用 

してもよい。 

     口径75㎜以上の管についてはヘーゼン・ウィリアムス（Hazen・wlilliams）

式を使用する。 

 

ア ウエストン公式(口径50㎜以下の場合) 

 

h ＝ (0.0126＋(0.01739―0.1087D)/V1/2)・L/D・V2/2ｇ 
 

Q ＝ πＤ2/4・V 
 

ｈ :  摩擦損失水頭(m)         Ⅾ :  管内径(m)           

         Ⅴ :  管内流速 （m／sec）     ｇ :  重力の加速度(9.8m/sec2) 

     Ｌ :  管の長さ (m)            Ｑ :  流量（㎝3／sec）           

 

ウエストン公式による給水管の流量図を図３－３に示す。 

 

イ 東京都水道局実験式（Ｔ.Ｗ.実験式（口径50㎜以下の場合）） 
 

Q ＝ 196.4 D2.72 Ⅰ0.56 ≒ 196 D2.72 I0.56 

V ＝ 250 D0.72 Ⅰ0.56 

        

Q：流量（㎝3/sec）、D：管内径（㎝3/sec）、I:動水こう配 h／L、 

h：長さL（m）に対する摩擦損失水頭（m）、Ⅴ：管内流速（cm／sec） 

 

東京都水道局実験式（Ｔ.Ｗ.実験式）の流量図３－４、東京都水道局実験式 

（Ｔ.Ｗ.実験式）の流量表３－10を示す。 
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ウ ヘーゼン・ウィリアムスの公式(口径75㎜以上の場合) 

 

ｈ＝ 10.666・C-1.85・D-4.87・Q1.85・L 

 

Ⅴ＝ 0.35494・C・D0.63・Ⅰ0.54 

 

Ｑ＝ 0.27853・C・D2.63・Ⅰ0.54    ここに、Ⅰ:動水こう配＝ｈ／Ｌ×1000 

 

Ｃ：流速係数 

 埋設された管路の流速係数の値は、管内面の粗度と管路中の屈曲、 

分岐部等の数及び通水年数により異なるが、一般に、新管を使用する 

設計においては、屈曲部損失などを含んだ管路全体として１１０、直 

線部のみの場合は、１３０が適当である。 

 

ヘーゼン・ウィリアムスの公式による給水管の流量図を図３－５に示

す。 

<参考> 

「損失水頭」とは、管水路あるいは、開水路において、摩擦、曲折、断面

変化などによって消耗されるエネルギーを水頭値で表したものをいう。 

   「水頭」とは、単位重量の水の有する種々の形態のエネルギーの大きさを、 

水柱の高さとして表したものをいう。 

               

（２）各種給水用具による損失 

水栓類、メーター、管継手部による水量と損失水頭の関係（実験値）を示せ 

ば、図３－６、図３－７のとおりであり、表３－11は標準使用状態における代 

表的な各用具類の直管換算長を示したものである。 

なお、これ以外の給水用具類等は製造会社の資料等を参考にして決定する。 

（３）各種給水用具などによる損失水頭の直管換算長 

直管換算長とは、水栓類、メーター、管継手部等による損失水頭が、これと 

  同口径の直管何メートル分の損失水頭に相当するかを直管の長さで表したもの 

をいう。 

各種給水用具の標準使用水量に対応する直管換算長をあらかじめ計算してお 

  けば、これらの損失水頭は管の摩擦損失水頭を求める式から計算できる。 

直線換算長の求め方は次のとおりである。 

ア 各種給水用具の標準使用水量に対応する損失水頭（h）を図３－６から 

求める。 

イ 図３－４のウエストン公式流量図から、標準使用流量に対応する動水こ 

う配（Ⅰ）を求める。 

直管換算長（L）は、L＝（h／Ⅰ）×1000である。 
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        図３―３ ウエストン公式による給水管の流量図 
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図３-４ 東京都水道局実験式（T.W.実験式）の流量図 
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表３－１０  東京都水道局実験式（Ｔ，Ｗ，実験式）の流量表 

       

動水勾配 0/00 

流量  Ｑ （ℓ/sec） 

口径（mm） 

13 20 25 30 40 50 

10 0.030 0.098 0.180 0.300 0.650 1.190 

20 0.045 0.145 0.266 0.440 0.950 1.750 

30 0.056 0.181 0.333 0.550 1.200 2.200 

40 0.066 0.213 0.392 0.640 1.410 2.580 

50 0.075 0.242 0.444 0.730 1.590 2.920 

55 0.079 0.255 0.468 0.770 1.680 3.080 

60 0.083 0.268 0.491 0.810 1.760 3.240 

65 0.087 0.280 0.514 0.840 1.850 3.390 

70 0.090 0.292 0.535 0.880 1.920 3.530 

75 0.094 0.304 0.557 0.920 2.000 3.670 

80 0.097 0.315 0.577 0.950 2.070 3.800 

85 0.101 0.325 0.597 0.980 2.140 3.930 

90 0.104 0.336 0.616 1.010 2.210 4.060 

95 0.107 0.346 0.635 1.040 2.280 4.190 

100 0.111 0.357 0.654 1.070 2.350 4.310 

150 0.139 0.447 0.821 1.350 2.950 5.410 

200 0.163 0.525 0.964 1.580 3.460 6.350 

250 0.184 0.595 1.092 1.790 3.920 7.100 

300 0.204 0.659 1.210 1.990 4.340 7.970 

350 0.223 0.719 1.319 2.170 4.740 8.690 

400 0.239 0.775 1.421 2.330 5.110 9.370 

450 0.256 0.827 1.515 2.490 5.450 10.000 
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      図３―５ヘーゼン・ウィリアムスの公式による給水管の流量図 
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        図３―６各種給水用具による水量に対応する損失水頭 
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     図３―７ 各種給水用具による水量に対応する損失水頭 

 

 

 

 

 

水栓類の損失水頭(給水栓、止水栓、分水栓) 

メーターの損失水頭 
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表３―１１  給水用具類損失水頭の直管換算長〔単位 ｍ〕 

 

種類      口径㎜ 13 20 25 40 50 

サドル付分水栓 - - 4.0 5.0 5.0 

止水栓 

メーター用止水栓 

青銅製仕切弁 

分岐箇所 

径違い接合 

エルボ、チーズ 

 

 

0.5 

 

 

0.5 

 

1.0 

 

1.0 

 

1.0 

ボール式逆止弁 6.3 8.5 11.8   

逆止弁 3.0 3.7 4.6 6.0 7.0 

青銅弁 0.12 0.15 0.18 0.3 0.39 

ボールタップ 3.0 8.0 8.0 20.0 26.0 

定水位弁 

水栓 
3.0 8.0 8.0 13.9 17.6 

メーター 3.0 8.0 12.0 20.0 18.0 

 

〔注〕ソケット等の損失を加味するために、管延長に換算長を加算した全長に 10％の余裕を見込む

こと。 
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５ 口径決定計算例 

(１) 直結式一般住宅平屋建ての口径決定 

ア 計算条件 

計算条件を次のとおりとする。 

配水管の水圧  0.2Mpa 

給水栓数     4 栓 

給水する高さ   2.5ｍ  

                                                                    

    

 

イ 計算手順 

(ア) 計画使用水量を算出する。 

(イ) それぞれの区間の口径を仮定する。 

(ウ) 給水装置の末端から水理計算を行い、各分岐点での所要水頭を求める。 

(エ) 同じ分岐点からの分岐管路において、それぞれの分岐点での所要水頭を 

求める。その最大値が、その分岐点での所要水頭になる。 

(オ) 最終的に、その給水装置が配水管から分岐する箇所での所要水頭が、配 

水管の計画最小動水圧の水頭以下となるよう仮定口径を修正して口径を決 

定する。 

ウ 計画使用水量の算出 

計画使用水量は、「同時使用率を考慮した末端給水用具」と「種類別吐水 

   量と対応する末端給水用具の口径」より算出する。 

給水用具名 給水栓口径 同時使用の有無 計画使用水量 

A 台所流し 13 ㎜ 使用 12ℓ/min 

B 洗面器 13 ㎜ ―  

C 大便器（洗浄水槽） 13 ㎜ ―  

D 浴槽（和式） 13 ㎜ 使用 20ℓ/min 

 計 32ℓ/min 

 

 

給水用具名 

A 台所流し 

B 洗面器 

C 大便器（洗浄水槽） 

D 浴槽（和式） 
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エ 口径の決定 

各区間の口径を次図のように仮定する。 

 

 

オ 口径決定計算 

(ア) 動水勾配:図３―３より 

給水用具の損失水頭:図３―７より 

 

区 間 

流 量 

ℓ/min 

仮定 

口径 

動水勾配 

① 

延長 

ｍ 

② 

損失水頭 

③ ＝ ① ×

②/1000 

立上げ 

高さｍ 

④ 

所要水頭 

ｍ 

⑤＝③＋④ 

A 12 13 給水用具の損失水頭 0.80 ― 0.80 

A～E 間 12 13 230 1.5 0.35 1.5 1.85 

E～F 間 12 20 34 3.5 0.12 ― 0.12 

     計 2.77 

 

D 20 13 給水用具の損失水頭 2.10 ― 2.1 

D～F 間 20 13 600 1.5 0.9 1.5 2.4 

 計 4.5 

 

(イ) Ａ～Ｆ間の所要水頭 2.77ｍ＜Ｄ～Ｆ間の所要水頭 4.50ｍ。 

よって、Ｆ点での所要水頭は 4.50ｍとなる。 

 

F～G 間 

32 20 180 4.5 0.81 1.0 1.81 

32 20   1.20 ― 1.20 

32 20   1.38 ― 1.38 

32 20   0.50 ― 0.50 

 計 4.89 

(ウ) 全所要水頭は、4.50＋4.89＝9.39ｍとなる 

よって、9.39ｍ＝0.94kgf/cm2 、0.94×0.098Mpa＝0.0921Mpa＜0.2Mpa

であるので、仮定口径とおりで適当である。 
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（２） 直結式共同住宅の口径決定 

ア 計算条件 

計算条件を次のとおりとする。 

配水管水圧   0.147Mpa(1.5kgf/cm2) 

給水栓数    5 栓 

３ＤＫ      4 戸 

給水高さ    3.5m   

  

 

 イ 計画使用水量の算出 

（ア）２階末端での計画使用水量 

 

給水用具名 給水栓口径 同時使用の有無 計画使用水量 計画使用水量 

A 給湯器（16ℓ／min） 20 ㎜ 使用 16ℓ/min 0.27ℓ/sec 

B 台所流し 13 ㎜    

C 大便器（洗浄水槽） 13 ㎜ 使用 12ℓ/min 0.20ℓ/sec 

D 洗面器 13 ㎜    

D 浴槽（和式） 13 ㎜ 使用 20ℓ/min 0.33ℓ/sec 

 計 48ℓ/min 0.80ℓ/sec 
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（イ）２戸目以降 

戸数から同時使用水量を予測する算定式 

10 戸未満 Q＝42Ｎ0.33  Q：同時使用水量  Ｎ：戸数 

2 戸      Q＝42×20.33 ＝53ℓ/ min 

4 戸      Q＝42×40.33 ＝66ℓ/ min 

 

ウ 口径の決定 

  各区間の口径を次図のように仮定する。 

 

 
     

エ 口径決定計算 
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（ア）Ａ～F 間の所要水頭 3.15ｍ＞Ｃ～Ｆ間の所要水頭 1.42ｍ 

よってＦ点の所要水頭 3.15ｍとなる。 

   

 

 
 

 

（イ）Ｆ～Ｇ間の所要水頭 3.15ｍ＋0.11ｍ＝3.26ｍ＞Ｅ～Ｆ間の間の所要

水頭 2.90ｍよって、Ｇ点の所要水頭 3.26ｍとなる。 

全所要水頭は、3.26ｍ＋9.15ｍ＝12.41ｍ 

よって、12.41ｍ＝1.241kgf/cm2  

1.241kgf/cm2×0.098Mpa＝0.122Mpa＜0.147Mpa であるので、仮定の 

配管で適当である。 
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（３）直結式多分岐給水装置の口径決定  

   ア 計算条件 

計算条件は次のとおりにする。 

 配水管の水圧 0.2Mpa 

 各戸の給水栓数 5 栓 

給水する高さ   2.4ｍ 

 
イ 計画使用水量の算出 

１戸当たりの計画使用水量は、（１）直結式（一般住宅平屋建て）と 

     同様に行い同時使用戸数は「表３―５ 給水戸数と同時使用戸数率」に 

より算出 

また、同時使用戸数は、４戸×90／100＝3.6 戸 

よって、4 戸全部を同時に使用するものとする。 
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（イ）口径の仮定 

各区間の口径を次図のように仮定する。 

  

 

 

  

 
 

 

 

（ウ）口径決定計算 
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区  間 
流量 

ℓ／min 

仮定 

口径 

動水勾配 

0／00 

① 

延長 

ｍ 

② 

損失水頭 

ｍ 

③＝①×② 

立上げ 

高さｍ 

④ 

所要水頭 

ｍ 

⑤＝③＋④ 

給水管 

Ｇ～Ｈ間 
32 25 70 2.0 014 ― 0.14 

 

給水栓Ｅ 12 13 給水用具の損失水頭 0.8 ― 0.80 

給水管 

Ｅ～Ｈ間 
12 13 230 1.0 0.23 1.0 1.23 

計 2.03 

                               

給水管 

Ｈ～Ⅰ間 

44 25 120 9.0 1.08 1.0 2.08 

44 25 水道メーター 1.80 ― 1.80 

44 25 市水栓 1.00 ― 1.00 

給水管Ⅰ～Ｊ 88 40 45 3.0 0.14 ― 0.14 

給水管Ｊ～Ｋ 132 40 100 3.0 0.30 ― 0.30 

給水管 

Ｋ～Ｌ間 

176 40 170 0.8 0.14 0.4 0.54 

176 40 仕切弁の損失水頭を 0.5ｍとする 0.50 

176 40 割Ｔ字の損失水頭を 0.8ｍとする 0.80 

計 7.16 

 

(エ)Ｇ～Ｈ間の所要水頭 3.70ｍ＋0.14ｍ＝3.84ｍ＞Ｅ～Ｈ間の所要水頭 

2.03ｍ 

よってＨ点の所要水頭は、3.84ｍ 

仕切弁、割Ｔ字の所要水頭は、メーカーの資料による。 

全所要水頭は、3.84ｍ＋7.16ｍ＝11.00ｍとなる。 

よって 11.00ｍ＝1.100kgf／cm2   、1.100×0.098MPa＝0.108 MPa ＜ 

0.2 MPa であるので、仮定どおりの口径で適当である。 

 

 

 

 

 

 



3-31 

（４）受水槽式の口径決定 

 ア 計算条件 

   計算条件は、次のとおりとする。 

   集合住宅（マンション） 

   ２ＬＤＫ ２０戸 

３ＬＤＫ ３０戸 

使用人員 

２ＬＤＫ ３.５人 

３ＬＤＫ ４.０人 

使用水量 

   ２５０ℓ/人/日 

配水管の水圧  ０.２ＭＰａ 

給水高さ   ４.５ｍ 

給水管延長  １５ｍ 

  損失水頭 

  仕切弁（４０㎜）０.５ｍとする。 

ボールタップ（４０㎜）１０ｍとする。 

     割Ｔ字（４０㎜）０.８ｍとする。 

 

イ 口径決定計算 

（ア）計画一日使用水量  3.5 人×20 戸×250ℓ/人/日＝17,500ℓ/日 

                              4.0 人×30 戸×250ℓ/人/日＝30,000ℓ/日 

                                                      計 47,500ℓ/日 

      （イ）受水容量      計画一日使用水量 1/2 とする。 

                 47,500ℓ/日÷2＝23,750ℓ/日 

    

   （ウ）平均使用水量    1 日使用時間を 10 時間とする。 

                47,500ℓ/日÷10＝4,750ℓ/h＝1.3ℓ/sec 

 

      （エ）仮定口径      水道メーターの適正使用流量範囲(表 3―12)を 

考慮して 40 ㎜とする。 

 

   （オ）損失水頭      水道メーター：0.8ｍ  仕切弁：0.5ｍ 

                ボールタップ：10ｍ   割 T 字：0.8ｍ  

                給水管：350/00×15ｍ＝0.525ｍ 

 

   （カ）給水高さ      4.5ｍ 

 

   （キ）所要水頭      0.8＋0.5＋10＋0.525＋4.5＝17.13ｍ 

                よって、17.13ｍ＝1.713kgf/㎠ 

1.713×0.098MPa＝0.168 MPa＜0.2 MPa 

であるので、仮定どおりでよい。 
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表３―12 水道メーターの適正使用流量範囲   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メータ 

ロ 径 

（㎜） 

日最大 

使用量 

（m3） 

時間最大 

使用量 

（m3） 

適正使用 

流量範囲 

（m3／h） 

13 12 1.5 0.1～1.0 

20 20 2.5 0.2～1.6 

25 30 4 0.23～2.5 

30 50 6 0.4～4.0 

40 50 6 0.5～4.0 

50 250 40 1.25～17 

75 390 63 2.5～27.5 

100 620 100 4.0～44 

150 7800 400 ― 

200 13,680 630 ― 
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６ 簡略計算による口径決定 

   配水管より分岐できる給水装置の数や給水管に取付けてある給水用具の数か

ら、口径決定計算する場合には、給水設備の実情に適合した計算によって決定

すべきであるが、大管に相当する小管数や給水用具を参考として推測する場合

は、次の簡略計算式及びその管径均等表３－13 を用いるのが便利である。 

 

 

        Ｎ ＝ ( Ｄ／ｄ )５／２ 
                

Ｎ：小管の数(均等管数) 

                                      Ｄ：大管の直径(給・配水管) 

                      ｄ：小管の直径(取出管・給水用具) 

 

 

表３―１３ 管径均等表（ダルシー・ウィズバッハの式より） 
 
    分岐又は 

水栓(㎜) d           

主管径 

 (㎜)  Ｄ 
13 20 25 30 40 50 

13 1.00      

20 2.93 1.00     

25 5.12 1.74 1.00    

30 8.08 2.75 1.57 1.00   

40 16.60 5.65 3.23 2.05 1.00  

50 29.01 9.88 5.65 3.58 1.74 1.00 

75 79.94 27.23 15.58 9.88 4.81 2.75 

100 164.11 55.90 32.00 20.38 9.88 5.65 

150 452.24 154.04 88.18 55.90 27.23 15.58 

 

☆ この式は、長管の(流量計算の)ときに、流量(Q)は口径(d)の５／２乗に正 

比例する。 

☆ 管長・水圧及び摩擦係数が同一のときに計算したものである。よって、給 

 水装置の場合は、その実情に応じ適用すること。 
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７ 流量補正係数 

前述の管径均等表３―１３と、４の損失水頭の東京都水道局試験式（T.W.実

験式）と流量補正係数（表３―１４）の関係は次のとおりである。 

ア 計算例 

口径 25 ㎜動水勾配 5000/00の給・配水管から分岐できる口径 13 ㎜の給水 

管は何口まで可能か、ただし、動水勾配は同一とする。 

 

Q＝196.4Ｄ2.72Ⅰ0.56 より 口径 25 ㎜ Q ＝1.610ℓ/sec 

                          口径 13 ㎜ Q ＝0.272ℓ/sec 

 

補正係数は、d＝13 ㎜ Ｄ＝25 ㎜より 0.866 となるので 

 

1.610ℓ/sec ×0.866≒1.394ℓ/sec 

 

1.394ℓ/sec÷0.272ℓ/sec ≒5.12（表３―１３）と一致する。 

 

 

 

 

             表３―１４ 

 
    分岐又は 

水栓(㎜) d  

主管径 

 (㎜)  Ｄ 

13 20 25 40 50 

13 1.00     

20 0.910 1.00    

25 0.866 0.952 1.00   

30 0.832 0.915 0.961   

40 0.780 0.859 0.902 1.00  

50 0.744 0.817 0.859 0.952 1.00 

 

（注） 

・ 東京都水道局試験式（T.W.実験式）で得た計算流量にこの補正係数を乗じた 

   流量より管径均等表を決定することにより（表３―１３）と一致する、 

・ この表はＮ＝（Ｄ/ｄ）5/2 及びＮ’＝（Ｄ/ｄ）2.72よりＮ/Ｎ’（Ｄ/ｄ）-0.22よ 

   り算出したので、管長水圧及び摩擦係数が同一のときにおける口径（ｄ）と（Ｄ） 

   の給水管を比較したものである。 
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８ 給水管流量早見表 

 

 
口径 13mm 給水管流量早見表                       

 

口径（㎜） １３ 

管水圧 kgf/㎡ ２０．０ ２５．０ ３０．０ ３５．０ ４０．０ 

摩擦損失水頭ｍ ５．０ １０．０ １５．０ ２０．０ ２５．０ 

  管延長（ｍ）１０ １６．３ ２４．１   ℓ/min 

１５ １３．０ １９．２ ２４．１ ２４．１  

２０ １１．１ １６．３ ２０．５ ２１．２  

２５ ９．８０ １４．４ １８．１ １９．２ ２４．１ 

３０ ８．８０ １３．０ １６．３ １７．６ ２１．７ 

３５ ８．１０ １１．９ １５．０ １６．３ １９．９ 

４０ ７．５０ １１．１ １３．９ １５．３ １８．５ 

４５ ７．００ １０．４ １３．０ １４．４ １７．３ 

５０ ６．６０ ９．８０ １２．３ １３．７ １６．３ 

５５ ６．３０ ９．３０ １１．６ １３．０ １５．５ 

６０ ６．００ ８．８０ １１．１ １２．４ １４．７ 

６５ ５．７０ ８．４０ １０．６ １１．９ １４．１ 

７０ ５．５０ ８．１０ １０．２ １１．９ １３．５ 

７５ ５．３０ ７．８０ ９．８０ １１．５ １３．５ 

８０ ５．１０ ７．５０ ９．４０ １１．１ １３．０ 

８５ ４．９０ ７．３０ ９．１０ １０．７ １２．５ 

９０ ４．８０ ７．００ ８．８０ １０．４ １１．７ 

９５ ４．６０ ６．８０ ８．６０ １０．０ １１．４ 

１００ ４．５０ ６．６０ ８．３０ ９．８０ １１．１ 
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口径 20 ㎜給水管流量早見表               

 

 

 

口径（㎜） ２０ 

管水圧 kgf/㎡ ２０．０ ２５．０ ３０．０ ３５．０ ４０．０ 

摩擦損失水頭ｍ ５．０ １０．０ １５．０ ２０．０ ２５．０ 

管延長（ｍ） １０ ５２．７ ７７．６   ℓ/min 

１５ ４２．０ ６１．９ ７７．６   

２０ ３５．７ ５２．７ ６６．１ ７７．６  

２５ ３１．５ ４６．５ ５８．３ ６８．５ ７７．６ 

３０ ２８．５ ４２．０ ５２．７ ６１．９ ７０．１ 

３５ ２６．１ ３８．５ ４８．３ ５６．８ ６４．３ 

４０ ２４．２ ３５．７ ４４．８ ５２．７ ５９．７ 

４５ ２２．７ ３３．４ ４２．０ ４９．３ ５５．９ 

５０ ２１．４ ３１．５ ３９．６ ４６．５ ５２．７ 

５５ ２０．３ ２９．９ ３７．５ ４４．１ ４９．９ 

６０ １９．３ ２８．５ ３５．７ ４２．０ ４７．６ 

６５ １８．５ ２７．２ ３４．２ ４０．１ ４５．５ 

７０ １７．７ ２６．１ ３２．８ ３８．５ ４３．６ 

７５ １７．０ ２５．１ ３１．５ ３７．０ ４２．０ 

８０ １６．４ ２４．２ ３０．４ ３５．７ ４０．５ 

８５ １５．９ ２３．４ ２９．４ ３４．５ ３９．１ 

９０ １５．４ ２２．７ ２８．５ ３３．４ ３７．９ 

９５ １４．９ ２２．０ ２７．６ ３２．４ ３６．８ 

１００ １４．５ ２１．４ ２６．８ ３１．５ ３５．７ 

１２０ １３．１ １９．３ ２４．２ ２８．５ ３２．３ 

１４０ １２．０ １７．７ ２２．２ ２６．１ ２９．６ 

１６０ １１．１ １６．４ ２０．６ ２４．２ ２７．５ 

１８０ １０．４ １５．４ １９．３ ２２．７ ２５．７ 

２００ ９．８０ １４．５ １８．２ ２１．４ ２４．２ 
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口径 25 ㎜給水管流量早見表 

  

口径（㎜） ２５ 

管水圧 kgf/㎡ ２０．０ ２５．０ ３０．０ ３５．０ ４０．０ 

摩擦損失水頭ｍ  ５．０ １０．０ １５．０ ２０．０ ２５．０ 

  管延長（ｍ）１０ ９７．０ １４２   ℓ/min 

１５ ７７．０ １１４ １４２   

２０ ６６．０ ９７．０ １２１ １４２  

２５ ５８．０ ８５．０ １０７ １２６ １４２ 

３０ ５２．０ ７７．０ ９７．０ １１４ １２９ 

３５ ４８．０ ７１．０ ８９．０ １０４ １１８ 

４０ ４４．０ ６６．０ ８２．０ ８７．０ １０９ 

４５ ４２．０ ６１．０ ７７．０ ９０．０ １０３ 

５０ ３９．０ ５８．０ ７３．０ ８５．０ ９７．０ 

５５ ３７．０ ５５．０ ６９．０ ８１．０ ９２．０ 

６０ ３５．０ ５２．０ ６６．０ ７７．０ ８７．０ 

６５ ３４．０ ５０．０ ６３．０ ７４．０ ８３．０ 

７０ ３２．０ ４８．０ ６０．０ ７１．０ ８０．０ 

７５ ３１．０ ４６．０ ５８．０ ６８．０ ７７．０ 

８０ ３０．０ ４４．０ ５６．０ ６６．０ ７４．０ 

８５ ２９．０ ４３．０ ５４．０ ６３．０ ７２．０ 

９０ ２８．０ ４２．０ ５２．０ ６１．０ ７０．０ 

９５ ２７．０ ４０．０ ５１．０ ６０．０ ６７．０ 

１００ ２７．０ ３９．０ ４９．０ ５８．０ ６６．０ 

１２０ ２４．０ ３５．０ ４４．０ ５２．０ ５９．０ 

１４０ ２２．０ ３２．０ ４１．０ ４８．０ ５４．０ 

１６０ ２０．０ ３０．０ ３８．０ ４４．０ ５０．０ 

１８０ １９．０ ２８．０ ３５．０ ４２．０ ４７．０ 

２００ １８．０ ２７．０ ３３．０ ３９．０ ４４．０ 

２５０ １６．０ ２３．０ ２９．０ ３５．０ ３９．０ 

３００ １４．０ ２１．０ ２７．０ ３１．０ ３５．０ 

３５０ １３．０ １９．０ ２４．０ ２９．０ ３２．０ 

４００ １２．０ １８．０ ２３．０ ２７．０ ３０．０ 

４５０ １１．０ １７．０ ２１．０ ２５．０ ２８．０ 

５００ １１．０ １６．０ ２０．０ ２３．０ ２７．０ 
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          口径 40 ㎜給水管流量早見表 

 

口径（㎜） ４０ 

管水圧 kgf/㎡ ２０．０ ２５．０ ３０．０ ３５．０ ４０．０ 

摩擦損失水頭ｍ ５．０ １０．０ １５．０ ２０．０ ２５．０ 

  管延長（ｍ）１０ ３４７ ５１２   ℓ/min 

１５ ２７７ ４０８ ５１２   

２０ ２３５ ３４７ ４３５ ５１２  

２５ ２０８ ３０６ ３８４ ４５１ ５１２ 

３０ １８８ ２７７ ３４７ ４０８ ４６２ 

３５ １７２ ２５４ ３１８ ３７４ ４２４ 

４０ １６０ ２３５ ２９５ ３４７ ３９３ 

４５ １４９ ２２０ ２７７ ３２５ ３６８ 

５０ １４１ ２０８ ２６１ ３０６ ３４７ 

５５ １３４ １９７ ２４７ ２９０ ３２９ 

６０ １２７ １８８ ２３５ ２７７ ３１３ 

６５ １２２ １７９ ２１６ ２６４ ３００ 

７０ １１７ １７２ ２０８ ２５４ ２８７ 

７５ １１２ １６６ ２００ ２４４ ２７７ 

８０ １０８ １６０ １９４ ２３５ ２６７ 

８５ １０５ １５４ １８８ ２２８ ２５８ 

９０ １０１ １４９ １８２ ２２０ ２５０ 

９５ ９８．０ １４５ １７７ ２１４ ２４２ 

１００ ９６．０ １４１ １６０ ２０８ ２３５ 

１２０ ８６．０ １２７ １４６ １８８ ２１３ 

１４０ ７９．０ １１７ １３６ １７２ １９５ 

１６０ ７３．０ １０８ １２７ １６０ １８１ 

１８０ ６９．０ １０１ １２０ １４９ １６９ 

２００ ６５．０ ９６．０ １０６ １４１ １６０ 

２５０ ５７．０ ８４．０ ９６．０ １２４ １４１ 

３００ ５２．０ ７６．０ ８８．０ １１２ １２７ 

３５０ ４７．０ ７０．０ ８１．０ １０３ １１７ 

４００ ４４．０ ６５．０ ７６．０ ９６．０ １０８ 

４５０ ４１．０ ６１．０ ７６．０ ８９．０ １０１ 

５００ ６９．０ ５７．０ ７２．０ ８４．０ ９６．０ 
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口径 50 ㎜給水管流量早見表 

 

口径（㎜） ５０ 

管水圧 kgf/㎡ ２０．０ ２５．０ ３０．０ ３５．０ ４０．０ 

摩擦損失水頭ｍ ５．０ １０．０ １５．０ ２０．０ ２５．０ 

  管延長（ｍ）１０ ６３７ ９３９   ℓ/min 

１５ ５０７ ７４８ ９３９   

２０ ４３２ ６３７ ７９９ ９３９  

２５ ３８１ ５６２ ７０５ ８２８ ９３９ 

３０ ３４４ ５０７ ６３７ ７４８ ８４８ 

３５ ３１６ ４６５ ５８４ ６８６ ７７７ 

４０ ２９３ ４３２ ５４２ ６３７ ７２１ 

４５ ２７４ ４０４ ５０７ ５９６ ６７５ 

５０ ２５９ ３８１ ４７８ ５６２ ６３７ 

５５ ２４５ ３６１ ４５３ ５３３ ６０４ 

６０ ２３３ ３４４ ４３２ ５０７ ５７５ 

６５ ２２３ ３２９ ４１３ ４８５ ５５０ 

７０ ２１４ ３１６ ３９６ ４６５ ５２７ 

７５ ２０６ ３０４ ３８１ ４４８ ５０７ 

８０ １９９ ２９３ ３６８ ４３２ ４８９ 

８５ １９２ ２８３ ３５５ ４１７ ４７３ 

９０ １８６ ２７４ ３４４ ４０４ ４５８ 

９５ １８０ ２６６ ３３４ ３９２ ４４４ 

１００ １７５ ２５９ ３２４ ３８１ ４３２ 

１２０ １５８ ２３３ ２９３ ３４４ ３９０ 

１４０ １４５ ２１４ ２６９ ３１６ ３５８ 

１６０ １３５ １９９ ２４９ ２９３ ３３２ 

１８０ １２６ １８６ ２３３ ２７４ ３１１ 

２００ １１９ １７５ ２２０ ２５９ ２９３ 

２５０ １０５ １５５ １９４ ２２８ ２５９ 

３００ ９５．０ １４０ １７５ ２０６ ２３３ 

３５０ ８７．０ １２８ １６１ １８９ ２１４ 

４００ ８１．０ １１９ １４９ １７５ １９９ 

４５０ ７６．０ １１１ １４０ １６４ １８６ 

５００ ７１．０ １０５ １３２ １５５ １７５ 
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９ 給水管流量早見表計算例 

＜例１＞ 

             

配水管から口径 25 ㎜の給水管を分岐して延長 80m を布設した場合、口径 13 ㎜の

取出しは何戸まで可能か。ただし、本管水圧 25.0kgf/㎡給水管は片押し管とする。 

 

早見表より、口径25㎜、管延長80m、管水圧25.0kgf/㎡の場合の流量は44ℓ/minを

得られる。 

口径13㎜の取り出しを行う場合の補正係数は補正係数表より主管25㎜と分岐管13

㎜を見ると0.866であるので 

    44ℓ/min ×O.866≒38ℓ/min 

（1）口径13㎜の標準流量は表３―９より、17ℓ/minであるので 

   38ℓ/min÷17ℓ/min≒2．2戸  ∴2戸まで可能 

（2）口径13㎜の流量を同一条件で算定する場合、口径13㎜、管延長80m、管水圧25.0 

kgf/㎡の場合の流量は 7.5ℓ/min であるので 

38ℓ/min÷7.5ℓ/min ≒5・1戸 

∴ 5．1戸となり管均等表に一致するものの口径13㎜の標準流量に達していない

ので5.1戸までは承認できない。 

 

＜例２＞ 

 

配水管から口径25㎜の給水管を分岐して延長60mを布設した場合、口径13㎜の取出

しは何戸まで可能か。ただし、本管水圧25.0kgf/㎡、給水管は片押し管とする。 

また、標準流量17ℓ/minで管均等表のとおり約5.1戸に給水するためには、どれほ

どの動水こう配があればよいか。 

 

早見表より、口径25㎜、管延長60m、管水圧25.0kgf/㎡の場合の流量は52ℓ/min 

を得られる。 

口径13㎜の取り出しを行う場合の補正係数は補正係数表より主管25㎜と分岐管13

㎜を見ると0.866であるので 

   52ℓ/min×0.866≒45ℓ/min 

（1）口径13㎜の標準流量は表３―９より、17ℓ/minであるので 

   45ℓ/min÷17ℓ/min≒2．6戸  ∴2戸まで可能 

   動水こう配は 

   Ⅰ＝10÷60≒167‰ 

となり口径25㎜の標準流量59ℓ/minに達するための動水こう配はⅠ＝207‰



3-41 

（即ち流速Ⅴ＝200cm／sec）以下であるため、増径し、口径40㎜とすることが望 

ましい。 

（2）口径13㎜の管水圧25.0kgf/㎡における標準流量17ℓ／minを得るためには早見 

     表より主管口径25㎜、岐管13㎜、管長20m、管水圧25.0kgf/㎡の動水勾配は 

     Ⅰ＝10÷20≒500‰ 

   となり口径25㎜で流量97ℓ/minより、補正係数表より主管口径25㎜、岐管13㎜ 

を見ると0．866であるので 

     Q＝97ℓ/min×0.866≒84ℓ/min 

  早見表より、Ⅰ＝500‰における口径13㎜の流量は16.3ℓ/minであるから 

    84ℓ/min÷16.3ℓ/min≒5．1となり 

  管径均等表に一致する。 

 

＜例３＞ 

 

配水管から口径40㎜の給水管を分岐して既設の口径40㎜の給水管と接続し、環

流（ループ）させる。 

延長を100mとする場合、口径20㎜の取出しは何戸まで可能か。ただし、本管水

圧は、25.0kgf/㎡とする。 

 

（1）ループ管の場合は延長を1／2として計算する。 

  早見表より、口径40㎜、延長50ｍ、管水圧25.0kgf/㎡の場合の流量は208ℓ/min 

 を得られる。 

   口径20㎜の取り出しを行う場合の補正係数は補正係数表より主管40㎜と分岐

管20㎜を見ると0．859であるので 

  208ℓ/min×0.859≒179ℓ/min 

  口径20㎜の標準流量は、38ℓ/minであるので 

   179ℓ/min÷38ℓ/min≒4．7戸  ∴4戸まで可能                                                                           

  動水こう配は                              

    Ⅰ＝10÷50≒200‰ 

  また、流速Ⅴは202cm／secとなり口径40㎜の標準であるⅠ＝113‰以上であるか

らOK 
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＜例４＞ 

 

例３において片押し管の場合はどうか。 

 

早見表より、口径40㎜、管延長100m、管水圧25.0kgf/㎡の場合の流量は141ℓ/min

を得られる。 

口径20㎜の取り出しを行う場合の補正係数は補正係数表より主管40㎜と分岐

管20㎜を見ると0.859であるので 

口径20㎜の標準流量は、38ℓ/minであるので 

121ℓ/min÷38ℓ/min≒3．2戸  ∴3戸まで可能 

  動水勾配は 

Ⅰ＝10÷100≒100‰ 

また、流速Ⅴは100cm/secとなり口径40㎜の標準であるⅠ＝113‰以下であるか

ら増径が望ましい。 

 

ア 水槽について 

   ① 1戸当たりの水量について 

     1人1日当たり給水量250ℓ／日・人 

     1戸4人とする。 

 

4人／戸×250ℓ／日・人＝1，000ℓ／日・戸 

    （計画一日使用水量の算定については、表3-7建物種別単位給水量・使用時

間・人員表を参考にし、実情にあったものとする。） 

 

② 受水槽容量 

高置水槽式 

受水槽   ℓ／日・戸×戸（5/10） 

高置受水槽 ℓ／日・戸×戸（1/10） 

ポンプ直送方式  

受水槽   ℓ／日・戸×戸（5/10）  

③ 取出管の口径決定 

1時間当たり必要水量   

 1日当たりの使用時間10時間 

給水能力         

水圧は、0.245Mpa（2.50kgf/c㎡）とする。 
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④ 管径別給水能力 

口径13㎜   17（ℓ/min） 1.0㎥/h 

      20㎜     38（ℓ/min）  2.3㎥/h 

      25㎜     59（ℓ/min） 3.5㎥/h 

      40㎜    151（ℓ/min） 9.1㎥/h 

      50㎜    236（ℓ/min） 14.2㎥/h 

⑤ 口径決定 

          給水能力>1/10であればOk 

 

 

＜例5＞ 

 

50戸のマンションを建設する場合、高置水槽式で施行するとき、受水槽、高   

容量及び取出し管の口径はどれだけにすべきか。 

 

計画一日使用水量 250ℓ×4/戸＝1,000ℓ/戸 

1,000ℓ/戸×50戸＝50,000ℓ/日＝50㎥/日 

時間平均使用水量  50㎥／日÷10h／日＝5㎥／h 

したがって 

受水槽      50㎥／日×5/10＝25㎥ 

高置受水槽    50㎥／日×1/10＝5㎥ 

取出し管     口径40㎜ 9.1㎥/h＞5㎥/h 

 

 

 

 

 

 


